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卓 話 
平成 29 年 7 月 11 日 

『 ロータリーとは何ですか？ 』 
RI2630地区 岐阜Aグループ 
ガバナー補佐 箕浦 洋和 様 

  

 2017-18年度国際ロータリー イアン H.S.ライズリー会長

が、全ロータリーに発信したテーマの冒頭に「ロータリーと

は何ですか？」の呼びかけがありました。皆さんは簡単明瞭

に即答できますでしょうか？ 

全世界120万人、日本で8万9千人の会員が、ロータリーの理

解の方法、考え方、価値観、立ち位置等でいろいろな解釈、答えが出てきます。私はまさに

その答えの違いがロータリーであり、ロータリーが価値あるものと考えます。 

しかしながら、その素晴らしいロータリーではありますが、近年アメリカ、日本等におい

て会員数が頭打ち、もしくは減少さえしています。RIは、2016年手続要覧にて、これまでよ

り柔軟に例会、会費、奉仕活動、発展を各クラブが決定し、多くの女性や多様な人に門戸を

開放し、ロータリーの将来を見据えて変化していこうとしています。 

それには、当然、ロータリーの目的と四つのテストという理念は、いささかなりとも揺る

がないと信じますが、私どももその変化に対応しなければ今後の継続的なロータリーの成長

は困難ではと考えます。 

私は今後、各クラブと地区との連絡・理解を深めるよう努めますが、事柄を私自身、でき

る限り咀嚼・理解した後、報告し連絡できればと思います。誠に微力ではありますが、皆様

方のご配慮ご鞭撻のもと、精一杯責務を務めさせていただきますので、よろしくお願い申し

上げます。 


